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札幌市データ集 

＜概要版＞ 

R3.4.22時点 

札幌市まちづくり政策局政策企画部企画課 

資料6 



２ 

■Strengths（北海道・札幌が持つ強み・個性） 

＜世界の中＞ 

〇豊かな自然環境、年間６mの天然雪と共存する世界に類を見ない大都市 

●緑被率 

●札幌市と世界の都市の人口と降雪量 

＜資料＞国土交通省「都市緑地の保全及び緑化の推進に関する施策の実績調査」（令和元年度（２０1９年度）） 

＜資料＞札幌市 

※ 人口・降雪量の計測年は都市によって異なる（札幌市の人口は令和２年現

在、降雪量は昭和５6年から平成２２年までの平均としている）。 



３ 

〇冷涼な夏の気候（東京2020マラソン・競歩の開催地にIOCが決定） 

●月平均気温 

〇ウインタースポーツ都市としてのポテンシャル 
 ・1972年冬季五輪をはじめ、国際的な大規模スポーツ大会の開催実績 
 ・IOCが求める持続可能なオリパラ開催が可能な都市 

●新たに開催された国際大会等 

＜資料＞気象庁（令和２年（２０２０年）） 

＜資料＞札幌市 

開催年度 開催期間 大会名称 備考

1 ２０1４ ２０1５.1.２２～1.２４ ＦＩＳノルディックコンバインドワールドカップ２０1５札幌大会

２ ２０1４ ２０1５.３.1４～３.２２ ２０1５年世界女子カーリング選手権大会

３ ２０1５ ２０16.２.11～２.1４ ２０16男子オリンピック２次予選 アイスホッケー

４ ２０1５ ２０16.２.1３～２.1４ ＦＩＳスノーボードワールドカップ２０16札幌大会

５ ２０16 ２０16.11.２５～11.２７ ２０16ＮＨＫ杯国際フィギュアスケート競技大会

6 ２０16 ２０1７.２.1０～２.11 ＦＩＳノルディックコンバインドワールドカップ２０1７札幌大会

７ ２０16 ２０1７.２.1９～２.２6 ２０1７年冬季アジア札幌大会

８ ２０16 ２０1７.３.1８～３.２２ ＩＰＣノルディックスキーワールドカップ札幌大会

９ ２０1８ ２０1９.２.1４～２.1７ 第７４回国民体育大会冬季大会スキー競技会

1０ ２０1８ ２０1９.３.1２～３.1７ ２０1９ワールドパラノルディックスキーワールドカップ

11 ２０1９ ２０1９.９.２1～９.２２ ラグビーワールドカップ２０1９大会 札幌開催は２試合



４ 

●身近なスキー場 

スキー場
（索道事業者）

都心部及び最寄拠点からの
アクセス

サッポロテイネ
（加森観光㈱）

都心部から車で約4０分
（手稲ＩＣから車で約７分）

ＪＲ手稲駅からバスで約１５分

札幌国際スキー場
(㈱札幌リゾート開発公社)

都心部から車で約６０分
定山渓温泉からバスで約3０分

さっぽろばんけいスキー場
（札幌ばんけい㈱）

都心部から車で約2０分
地下鉄円山公園駅からバスで約１５分

札幌藻岩山スキー場
（㈱りんゆう観光）

都心部から車で約3０分
地下鉄真駒内駅からバスで約2０分

フッズスノーエリア
（㈱札幌リゾート開発公社）

都心部から車で約4０分
地下鉄真駒内駅からバスで約3０分

滝野スノーワールド
（ＳＰＡＣ滝野管理センター）

都心部から車で約５０分
地下鉄真駒内駅からバスで約3０分

〇環境面での高い評価 
 ・国内の都市として初めて、世界的な環境性能評価システム「LEED」で、

最高ランク「プラチナ」認証を取得（世界最高得点、特に「エネルギー」
や「水」の分野で高い評価） 

＜資料＞札幌市 



５ 

＜日本・北海道の中＞ 

〇高い市民愛着度 
 ・市民の札幌に対する愛着度は 95.7％（「好き」と「どちらかといえば好

き」の合計） 

 ●市民の札幌に対する愛着度

・他の自治体と比べて80.7％と高い市民の定住意向

●定住意欲度

＜資料＞株式会社ブランド総合研究所「市版ＳＤＧｓ調査２０２０」 

＜資料＞札幌市（令和２年度） 
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〇住みよさ 
 ・関東圏や近畿圏等と比べて通勤・通学時間が短い 

●通勤・通学時間 

・他の大規模自治体と比べて１か月当たりの家賃（住宅、オフィス）が安  
 価 

●賃貸住宅の１か月当たり家賃 

●オフィス賃料 

＜資料＞総務省「社会生活基本調査」（平成２８年（２０16年）） 

※令和２年（２０２０年）３月末日時点。大規模ビル（２００ 坪以上）の共益費込賃料。 



７ 

 ・民間調査機関（日経BP）による住みよい街2020、都道府県庁所在地別ラ
ンキング１位 
●住みよい街（都道府県庁所在地別ランキング） 

順位 自治体名（都道府県名）

1 札幌市（北海道）

２ 福岡市（福岡県）

３ 仙台市（宮城県）

４ 松山市（愛媛県）

５ 神戸市（兵庫県）

〇医療機関の集積 
 ・人口10万人当たりの病院数は高い水準 
●人口１０万人当たりの一般病院数 

〇大学など研究機関の集積 
 ・先端的な研究を推進する北海道大学、札幌医科大学などが集積 
●大学等研究機関の集積（立地する大学・短大数） 

＜資料＞日経ＢＰ総合研究所『新・公民連携最前線』 シティブランド・ランキング-住みよい街２０２０ 

＜資料＞文部科学省「学校基本調査」（令和２年度（２０２０年度）） 

※学校数は大学本部の所在地による。 



８ 

●「ＴＨＥ世界大学ランキング2０2１」にランクインした大学 

市 大学数 大学名（※赤字は１,０００位以内）

札幌市 ２ 北海道大学、札幌医科大学

仙台市 1 東北大学

さいたま市 1 埼玉大学

千葉市 1 千葉大学

横浜市 ３ 横浜市立大学、神奈川大学、横浜国立大学

川崎市 1 聖マリアンナ医科大学

相模原市 ０

新潟市 1 新潟大学

静岡市 ２ 静岡大学、静岡県立大学

浜松市 1 浜松医科大学

名古屋市 ５
名古屋大学、藤田医科大学、名城大学、
名古屋市立大学、名古屋工業大学

京都市 ７
京都大学、京都府立医科大学、
同志社大学、京都産業大学、
京都工芸繊維大学、立命館大学、龍谷大学

大阪市 ３ 大阪大学、大阪市立大学、大阪工業大学

堺市 1 大阪府立大学

神戸市 ２ 神戸大学、兵庫県立大学

岡山市 1 岡山大学

広島市 1 広島大学

北九州市 ２ 産業医科大学、九州工業大学

福岡市 1 九州大学

熊本市 1 熊本大学

＜資料＞ＴＨＥ世界大学ランキング２０２1（ＴＨＥ Ｗｏrｌd Ｕｎｉｖｅrｓｉｔｙ Ｒａｎｋｉｎｇｓ ２０２1） 



９ 

〇高い都市ブランドイメージ 
 ・民間調査機関（ブランド総合研究所）による魅力度ランキング２位 

●都市ブランドイメージ 

　項　目 １位 ２位 ３位 ４位 ５位

魅力度 京都市 横浜市 小樽市

情報接触度 札幌市 新宿区 大阪市 渋谷区 京都市

居住意欲度 横浜市 神戸市 鎌倉市 札幌市 京都市

観光意欲度 京都市 小樽市 富良野市

産品想起率〈食品〉 札幌市 夕張市 仙台市 函館市 松阪市

札幌市、函館市

札幌市、函館市

〇日本一の食料自給率（北海道）、食の魅力 

●都道府県別食料自給率の推移（カロリーベース） 

＜資料＞農林水産省（平成３０年度（概算値）） 

＜資料＞株式会社ブランド総合研究所「地域ブランド調査２０２０」 



1０ 

〇観光満足度の高さ 
 ・外国人だけでなく、日本人観光客の満足度も高い数値 

●観光地としての総合満足度（国内客、海外客） 
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〇ICT関連産業振興の歴史・企業集積 
 ・1986年に全国に先駆け、研究開発型団地札幌テクノパークを整備 
●市内総生産に占める情報通信業の割合 

〇国からスタートアップ・エコシステム推進拠点都市※に認定 

※ スタートアップや支援者の一定の集積と潜在力を有する都市において、地方自治体、大学、民間組織等が策定した拠点形成計画を認定

し、選ばれた都市に対して、文部科学省、経済産業省はじめ各省庁と連携して国の補助事業、海外展開支援、規制緩和等を積極的に実施

し、世界に伍する日本型のスタートアップ・エコシステムの拠点の形成と発展を支援。 

〇身近な文化芸術 
 ・市民交流プラザ、芸術の森、Kitaraなど文化芸術関連施設が充実 

●身近な文化芸術 

札幌には身近に文化芸術に触れる場が多い

世界的に有名な指揮者が、世界トップレベルのコンサートホールと称賛するｋｉｔａrａが
都心からアクセスしやすい中島公園に立地

オペラ・バレエなどの舞台芸術に対応できるｈｉｔａrｕが都心の中心部にある

世界３大教育音楽祭である「パシフィック・ミュージック・フェスティバル（ＰMＦ）」が開
催

＜資料＞札幌市 

＜資料＞各市「市民経済計算」（平成２８年（２０16年）） 



1２ 

■Ｗｅａｋｎｅｓｓｅｓ（弱み）

○市民の健康寿命は全国平均以下 

●健康寿命 

○１人当たりの市民所得の低さ 

●市民１人当たりの所得 

＜資料＞各市「市民経済計算」（平成２９年度（２０1７年度）） 

＜資料＞厚生労働科学研究「健康寿命及び地域格差の要因分析と健康増進対策の効果検証

に関する研究（平成２８（２０16）年度～平成３０（２０1８）年度）」 



1３ 

○女性、高齢者の有業率の低さ 

●国及び政令指定都市の有業率比較（女性） 

●高齢者就業率 

＜資料＞総務省「国勢調査」（平成２７年（２０1５年）） 
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＜資料＞総務省統計局「就業構造基本調査」（平成２９年） 



1４ 

○男性、女性ともに長時間労働の傾向 

●2５～3９歳の週間就業時間が６０時間以上の有業者割合の推移 

 （男性）                         （女性） 

○合計特殊出生率の低さ（２０市中２０位） 

●合計特殊出生率 

＜資料＞「大都市比較統計年表」（平成３０年（２０1８年））等 

※年間就業日数２００日以上の有業者の数値 

※各年1０月1日現在 



1５ 

○若年層の道外流出 

●年齢階層別の札幌市への転入超過数 

男性 

女性 

＜資料＞札幌市（平成３０年（2０１８年））
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○財政力指数（標準的な行政サービス提供のために、自治体が標準的に収入し
得る財源の割合）が低位（２０市中1７位）

●政令指定都市の財政力指数及び経常収支比率 

＜資料＞札幌市（令和元年度） 



1７ 

■Threats（脅威） 

○ 人口減少（特に生産年齢人口の減少） ・ 高齢者人口の増加 

○税収の減少・社会保障費の増加 

（歳入の長期見通し） 

しない場合がある。 

５,５３５ ５,５6２ ５,５７４ ５,５８５ ５,５９７ ５,6２０ ５,6３０ ５,6４０ ５,6５０ ５,66０ ５,6７０ ５,6８０ ５,6９０ ５,７００ ５,７1０ 

２,９11 ２,９6９ ３,０３４ ３,1０３ ３,1８４ ３,1９７ ３,1７３ 
３,２００ ３,16３ ３,1４０ ３,1２6 ３,０９０ ３,０７０ ３,０８７ ３,０66 

５５２ 6７４ 6２1 661 ８２７ ８1８ ７５３ ８７４ ７５1 ７０３ 6３6 ５７５ ５３９ ５９８ ５５８ 
1,２11 1,２２４ 1,1９6 

1,1８３ 
1,1５４ 1,1３８ 1,1２３ 1,1２３ 1,1２6 1,1２３ 1,11４ 1,11３ 1,11５ 1,116 1,1０８ 

1８ ４５ 1５6 1０1 16８ 11０ ４1 ４３ 6５ ７４ ７０ 61 ４6 ７6 6５ 
計1０,２２７ 

1０,４７４ 1０,５８０ 
1０,6３４ 

1０,９３０ 1０,８８３ 1０,７1９ 1０,８８０ 1０,７５５ 1０,７０1 1０,616 1０,５1９ 1０,４6０ 1０,５７７ 1０,５０７ 

０

２,０００

４,０００

6,０００

８,０００

1０,０００

1２,０００

1４,０００

２０1９ ２０２０ ２０２1 ２０２２ ２０２３ ２０２４ ２０２５ ２０２6 ２０２７ ２０２８ ２０２９ ２０３０ ２０３1 ２０３２ ２０３３

一般財源 国・道支出金 市債 その他歳入 基金活用額

(億円)

(年度）



1８ 

（歳出の長期見通し） 

○地域意識や人間関係の希薄化 

●町内会加入率 

●町内会・自治会加入率 

1,５66 1,５８０ 1,５6０ 1,５61 1,５４５ 1,５３２ 1,５０４ 1,４９6 1,５０８ 1,４９３ 1,４８３ 1,４８1 1,４８３ 1,５０７ 1,５０７ 

８6９ ８９７ ９1０ ９1７ ９３９ ９５４ ９6２ ９９０ 1,０1８ 1,０５９ 1,０８７ 1,11３ 1,116 1,11０ 1,1０８ 

３,２０７ ３,２９6 ３,３７０ ３,４３４ ３,４９８ ３,４９４ ３,４８９ ３,４８５ ３,４８1 
３,４７７ ３,４７３ ３,４７０ ３,４66 ３,４6２ ３,４５９ 

1,０6２ 1,０７３ 1,０８５ 
1,1０４ 1,11７ 1,111 1,０８３ 1,０８３ 1,０７２ 1,０８０ 1,０８９ 1,０８７ 1,０８７ 1,０９２ 1,1０４ 

1,０３４ 1,1４９ 
1,11４ 1,1９５ 

1,４４５ 1,４３７ 1,３２２ 1,５０1 1,３５1 1,２6７ 1,161 1,０４４ ９８３ 1,０７９ ９９９ 

２,４８９ 
２,４７８ ２,５４０ ２,４２３ 

２,３８５ ２,３５５ ２,３５８ ２,３２５ ２,３２４ ２,３２４ ２,３２３ ２,３２４ ２,３２５ ２,３２７ ２,３２９ 

計1０,２２７ 
1０,４７４ 1０,５８０ 1０,6３４ 

1０,９３０ 1０,８８３ 1０,７1９ 1０,８８０ 1０,７５５ 1０,７０1 1０,616 1０,５1９ 1０,４6０ 1０,５７７ 1０,５０７ 

０

２,０００

４,０００

6,０００

８,０００

1０,０００

1２,０００

1４,０００

２０1９ ２０２０ ２０２1 ２０２２ ２０２３ ２０２４ ２０２５ ２０２6 ２０２７ ２０２８ ２０２９ ２０３０ ２０３1 ２０３２ ２０３３

職員費 公債費 扶助費 他会計繰出金 建設事業費 その他事業費

(億円)

(年度）

＜資料＞札幌市 

※各年1月1日時点 

＜資料＞各市（測定年は各市によって異なる（平成３０年度（２０1８年度）又は令和元年度（２０1９年度）） 

＜資料＞札幌市 



1９ 

○子育てへの負担感の増加 



２０ 

○子どもの貧困や虐待の増加・教育格差 

●子どもの貧困 

※２歳、５歳、小２、小５、中２、高２の保護者が回答 

黒字
どちらでもなく
ぎりぎり

赤字 不明

全体（ｎ=５,８４７） 1,８９７ ２,４９２ 1,1７1 ２８７

うち非課税世帯(ｎ=66０) 1０７ ３３２ ２０８ 1３

2０１５年度 2０１６年度 2０１７年度 2０１８年度 2０１９年度

1,４８０ 1,７９８ 1,９1３ 1,８８５ ２,４０1

○頻発する自然災害 

○感染症のパンデミック 

＜資料＞札幌市 

＜資料＞札幌市（平成２８年度（２０16年度） 

子育て世帯の家計の状況 

児童虐待相談件数の推移 （件数） 

（回答数） 

発生時期 自然災害

平成３０年９月 北海道胆振東部地震

令和元年８月 九州北部豪雨

令和２年７月 令和２年７月豪雨

令和３年２月 福島県沖を震源とする地震

＜資料＞札幌市 


